
  

                    

                      

議
会
報
告 

１ 

一
般
質
問 

【
１
】 

行
政
財
産
の
有
効
活
用
に
つ

い
て
～
市
民
活
動
に
寄
与
す
る

た
め
に 

 

Ｑ
市
民
活
動
に
使
え
そ
う
な
場
所
や
観
光
資
源

と
し
て
活
用
で
き
そ
う
だ
が
眠
っ
て
い
る
も

の
は
な
い
か
、
Ｐ
Ｒ
に
よ
っ
て
価
値
を
見
出
す

な
ど
し
て
有
効
な
活
用
が
出
来
る
も
の
は
な

い
か 

○ア 

市
庁
舎
市
民
ホ
ー
ル 

○イ 

市
庁
舎
内
元
パ
ー
ラ
ー
の
ス
ペ
ー
ス 

○ウ
（
仮
称
）
宝
塚
音
楽
学
校
記
念
公
園 

 

○エ
長
尾
山
古
墳
→
市
民
と
コ
ラ
ボ
で
埴
輪
列 

○オ 
市
立
看
護
専
門
学
校
１
Ｆ
ホ
ー
ル 

Ａ
指
摘
が
あ
っ
た
件
に
つ
い
て
は
以
下 

○ア 

有
効
活
用
す
る 

 

○イ 

検
討
す
る 

○ウ 

検
討
す
る 

○エ 

Ｐ
Ｒ
の
充
実
に 

○オ 

難
し
い 

○ア
の
市
民
ホ
ー
ル
は
日
本
を
代
表
す
る
建
築

家
・
故
村
野
藤
吾
さ
ん
の
作
品
で
、
温
か
み
の

あ
る
何
と
も
ム
ー
デ
ィ
ー
な
照
明
や
オ
ブ
ジ
ェ

等
、
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
ま
で
細
部
に
こ
だ

わ
る
、
氏
の
特
徴
的
作
品
で
す
。
同
じ
く
氏
の

作
品
、
旧
千
代
田
生
命
本
社
で
あ
る
目
黒
区
総

合
庁
舎
は
、
目
黒
区
が
区
民
の
憩
い
の
場
・
交

流
の
場
と
し
て
保
存
し
、
ま
た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

誘
致
事
業
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
宝
塚
市
も
、

ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
夜
間
・
土
日
の
ラ
イ

ブ
ハ
ウ
ス
に
貸
し
出
せ
ば
、
市
内
業
者
育
成
に

も
繋
が
り
ま
す
。 

 

○イ
元
パ
ー
ラ
ー
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
（
１
）
「
地

産
地
消
」
「
食
育
」
の
実
践
の
場
、（
２
）
障
害

者
・
高
齢
者
・
若
者
の
雇
用
と
社
会
参
加
の
促

進
の
場
、
（
３
）
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
団
体
の
連

携
・
交
流
の
場
、
こ
れ
ら
を
目
指
し
て
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
に
運
営
業
務
委
託
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ

ェ
は
如
何
で
し
ょ
う
。 

○ウ
（
仮
称
）
宝
塚
音
楽
学
校
記
念
公
園
は
文

化
創
造
館
と
併
せ
て
、
ガ
ー
デ
ン
ウ
ェ
デ
ィ
ン

グ
・
野
外
ラ
イ
ブ
が
可
能
で
す
。 

 

○エ
の
長
尾
山
古
墳
は
、
猪
名
川
流
域
で
最
古

（
4
世
紀
初
め
）
の
前
方
後
円
墳
で
、
摂
津
最

古
の
埴
輪
列
が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。
垂
水
の
五

色
塚
古
墳
程
で
な
く
と
も
、
陶
芸
グ
ル
ー
プ
の

協
力
で
、
木
々
の
中
に
レ
プ
リ
カ
の
巨
大
朝
顔

形
埴
輪
列
を
配
置
す
れ
ば
、
子
ど
も
の
興
味
を

引
き
、
歴
史
フ
ァ
ン
も
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ

社民党議員団 
市政報告紙 
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宝
塚
市
議
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大
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ま
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紅
子

き

こ

ニ
ュ
ー
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二
〇
一
〇
年
三
月
号 

大震災以来、交流の続く松山水軍太鼓'打てば響く会'若い世代が育っています。 

本
年
も
宜
し
く 

お
願
い
し
ま
す
！ 

２
０
１
０
年
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
15
年
の
節
目

を
迎
え
ま
す
。
地
震
が
６
４
３
４
名
も
の
多
く
の
命
を
奪

っ
た
だ
け
で
な
く
、
生
活
の
基
盤
で
あ
る
仕
事
や
ご
近
所

づ
き
あ
い
ま
で
破
壊
し
ま
し
た
。
県
内
の
災
害
復
興
住
宅

で
、
孤
独
死
す
る
人
は
、
昨
年
だ
け
で
62
人
。
そ
の
内
、

か
な
り
の
方
が
自
ら
命
を
絶
っ
た
り
お
酒
で
体
を
壊
し
て

し
ま
っ
た
り
、
助
か
っ
た
こ
と
を
喜
べ
な
い
状
況
が
、
15
年

経
っ
て
も
改
善
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。 

復
興
は
終
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

し
か
し
災
害
の
専
門
家 
木
村
拓
郎
博
士
に
よ
る
と
、
そ

の
後
の
大
震
災
に
確
実
に
教
訓
と
し
て
引
き
継
が
れ
、
新

潟
県
中
越
地
震
で
は
一
人
も
孤
独
死
を
出
し
て
い
ま
せ

ん
。 今

年
の
１
月
17
日
、
素
敵
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
出
会
い

ま
し
た
。
Ｔ
Ｖ
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
、
震
災
で
亡
く

な
っ
た
加
藤
貴
光
さ
ん
の
手
紙
「
親
愛
な
る
母
上
様
」
に

曲
を
つ
け
た
奥
野
勝
利
さ
ん
で
す
。
米
国
の
音
大
大
学
院

を
出
、
23
年
振
り
に
帰
っ
た
東
京
で
作
曲
家
と
し
て
活
躍

し
て
い
ま
し
た
が
心
を
病
み
、
そ
の
後
の
放
浪
の
旅
で
の

‘
人
と
の
出
会
い
と
別
れ
’
を
曲
に
し
て
い
ま
す
。 

傷
つ
い
た
人
心
優
し

い
人
が
生
き
づ
ら
い
日

本
は
、
早
急
に
変
え
ね
ば

な
ら
な
い
！
と
今
年
も

奮
闘
す
る
私
で
す
。 

７年間、懸命に走ってくれた愛車。
廃車前、私なりに清め酒で葬送。 



ま
す
。 

○オ
市
立
看
護
専
門
学
校
は
、
蔦
が
か
ら
ま
る

中
世
の
イ
メ
ー
ジ
の
建
物
で
、
１
Ｆ
ホ
ー
ル
吹

き
抜
け
に
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
や
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア

ノ
を
配
し
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
結
婚
式
に
ピ
ッ
タ

リ
で
す
。 

そ
の
他
に
も
、
阪
急
宝
塚
駅
前
の
交
通
広
場

で
の
、
ソ
リ
オ
店
舗
に
よ
る
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
や
、

花
の
み
ち
花
舞
台
で
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
、
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
、
こ
れ
は
是
非
造
形
大

と
の
連
携
を
考
え
て
。 

 

今
、
行
政
が
不
得
意
と
さ
れ
る
課
を
超
え
た

横
断
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
「
チ
ー
ム
た

か
ら
づ
か
」
が
、
時
間
外
に
熱
い
議
論
を
闘
わ

せ
て
い
ま
す
。
若
手
職
員
た
ち
の
発
想
と
、
市

民
の
力
と
の
協
働
無
く
し
て
は
、
宝
塚
の
ま
ち

の
活
性
化
は
望
め
ま
せ
ん
。
応
援
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

【
２
】
市
立
看
護
専
門
学
校
に
つ
い
て 

Ｑ(

１)

こ
こ
数
年
の
入
学
志
願
者
の
動
向 

(

２)

教
員
や
講
師
陣
な
ど
の
教
育
体
制 

(

３)

市
立
病
院
と
の
関
係
は 

Ａ(

１)

95
～
05
年
度
は
３
０
０
名
超
、
07
年
度

は
１
８
０
名
に 

(

２)

専
任
教
員
９
名
・
非
常
勤
講
師
83
名
。

市
立
病
院
か
ら
医
師
35
名
・
看
護
師
16

名
・
薬
剤
師
１
名
を
講
師
派
遣 

(

３)

97
年
卒
の
１
期
生
～
12
期
生
陳
べ
５

４
３
名
卒
、う
ち
２
５
７
名
が
市
立
病
院
に

就
職
。
現
在
１
４
０
名
在
籍
。
ま
た
年
２
回

定
例
会
及
び
実
習
指
導
者
懇
談
会
を
開
催 

 

 

大
阪
・
兵
庫
に
20
の
看
護
系
大
学
が
あ
り
、

優
秀
な
人
材
の
獲
得
競
争
が
激
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
の
経
費
と
し
て
、
24
％
は
受
益
者
負

担
と
は
い
え
、
看
護
学
生
１
人
当
た
り
年
１
３

０
万
円
の
コ
ス
ト
が
掛
か
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
偏
差
値
で
言
う
な
ら
専
門
学
校
で
は
関
西

で
ト
ッ
プ
、
大
学
に
も
肩
を
並
べ
、
国
家
試
験

全
員
合
格
の
成
績
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
後
は
、

看
護
師
の
資
質
と
し
て
最
も
大
切
な
患
者
へ
の

思
い
、
仕
事
へ
の
情
熱
、
そ
し
て
専
門
的
知
識

の
集
積
に
精
進
で
き
る
環
境
作
り
が
肝
要
で
す
。 

 

そ
こ
で
、「
シ
ン
シ
ア
の
ま
ち
」
を
生
か
し
、

補
助
犬
使
用
患
者
へ
の
対
応
や
、
市
内
幼
小
中

学
校
で
の
実
習
を
授
業
に
取
り
入
れ
る
こ
と
を

提
案
し
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会
人
受
験
が
こ
こ

３
年
で
18
人
と
３
倍
以
上
に
増
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
注
目
し
、
受
験
者

の
キ
ャ
リ
ア
や
仕
事
の
や

り
が
い
を
重
視
す
る
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
、
市
立

病
院
就
職
後
も
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
で
き
る
資
格
取
得
制
度
が
あ
る
こ
と
を
、

も
っ
と
周
知
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

魅
力
あ
る
講
師
陣
を
揃
え
る
こ
と
、
更
に
専
任

の
看
護
部
指
導
者
を
置
く
な
ど
病
院
も
頑
張
っ

て
欲
し
い
と
、
要
望
し
ま
し
た
。 

  

２ 

主
な
議
案
・
請
願
・
陳
情
の
審
議 

・
平
成
21
年
度
宝
塚
市
一
般
会
計
補
正
予
算
→

可
決(

全
員
一
致) 

…
総
額
７
１
３
億
６
４
０
４
万
３
千
円
に
。
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
負

担
軽
減
事
業
補
助
金
（
１.

４
億
＋
事
務
経
費

８
８
０
万
） 

□ 

■ 

□ 

・
財
産
（
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機
器
一
式
）
の

取
得
に
つ
い
て
→
可
決(

全
員
一
致) 

…
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
２
０
７
８
台
及
び

周
辺
機
器
一
式
を
購
入
す
る
。
テ
レ
ワ
ー
ク

を
利
用
し
た
在
宅
校
務
支
援
ソ
フ
ト
の
運
用

に
リ
ス
ク
が
伴
う
こ
と
、
教
師
の
在
宅
労
働

増
加
が
問
題
に 

□ 

■ 
□ 

・
執
行
機
関
の
附
属
機
関
設
置
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
→

修
正
可
決
（
賛
成
多
数
）
反
自
・
公
・
市
・

多
田 

…
新
た
に
設
置
す
る
宝
塚
市
総
合
計
画
審
議
会

委
員
の
う
ち
議
員
12
名
を
８
名
に
す
る
社
民

党
提
出
の
修
正
案
。
行
政
の
長
の
市
長
の
諮

問
機
関
に
議
員
が
入
る
の
は
お
か
し
い
が
、

激
変
緩
和
策
と
し
て 

□ 

■ 

□ 

・
宝
塚
市
議
会
議
員
の
議
員
・
特
別
職
職
員
・
一

般
職
職
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
→
可
決(

全
員
一
致) 

…
期
末
手
当
を
議
員
・
特
別
職
は
年
３.

35
月
分

→
３.

14
月
、
一
般
は
４.

５
月
分
→
４.

15
月 

□ 

■ 

□ 

・
宝
塚
市
父
子
家
庭
支
援
手
当
支
給
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
→
可
決(

全
員
一
致) 

…
父
子
家
庭
に
対
し
て
も
児
童
扶
養
手
当
と
同

等
の
手
当
金
を
支
給 

・
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
→

可
決(

全
員
一
致) 

…
４
月
１
日
に
開
設
す
る
宝
塚
市
立
子
ど
も
館

の
指
定
管
理
者
を
、
２
０
１
５
年
３
月
31
日

ま
で
第
６
ブ
ロ
ッ
ク
子
ど
も
館
協
議
会
に 

□ 

■ 

□ 

・
町
の
設
定
及
び
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て
→

市民になったリボンの騎士サファイアと。

手塚治虫記念館で。 



可
決(

全
員
一
致) 

…
切
畑
字
長
尾
山
の
一
部
（
北
雲
雀
丘
）
を
花

敶
緑
ガ
丘
と
す
る □ 

■ 

□ 

・
宝
塚
市
教
育
委
員
会
の
委
員
任
命
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
→
同
意(

賛
成
多

数) 

…
滝
波 

泰
氏
の
辞
職
に
伴
い
、
伊
達 
達
治
氏

（
学
校
支
援
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
）
に 
反

自
・
公 

□ 

■ 

□ 

・
小
林
駅
周
辺
整
備
の
早
期
実
現
を
求
め
る
請
願

→
採
択
（
全
員
一
致
） 

…
８
４
０
０
人
乗
降
す
る
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
の

設
置
・
阪
急
と
の
改
札
口
追
加
か
変
更
の
協

議
を
要
望 

□ 

■ 

□ 

・
新
名
神
高
速
道
路
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
設
置
に
関
す
る
請
願
→
採
択
（
全
員
一
致
） 

…
事
業
計
画
や
今
後
の
社
会
情
勢
の
推
移
が
不

透
明
な
中
、
拙
速
な
結
論
を
出
す
べ
き
で
な

い
。
所
属
委
員
会
で
な
い
の
で
、
本
会
議
質

疑
し
、
継
続
審
議
要
求
の
動
議
を
提
出
す
る

も
否
決
（
賛
社
・
共
・
井
上
）
そ
の
後
の
採

決
に
は
退
席 

  

３ 

特
別
委
員
会
の
動
き 

＊
市
立
病
院
に
関
す
る
特
別
委
員
会
＊ 

 

先
進
市
立
病
院
の
視
察
で
は
、
経
営
効
率
化

に
係
る
取
り
組
み
（
高
度
先
進
医
療
・
薬
剤
に

よ
る
経
費
削
減
と
増
収
・
病
床
利
用
率
の
改
善

な
ど
）
や
、
ス
タ
ッ
フ
の
姿
勢
を
学
ば
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
ま
た
、
団
体
代
表
の
市
民
か
ら
ご

意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
地
域
医
療
ニ
ー
ズ
調
査

か
ら
見
え
て
来
た
課
題
と
併
せ
、
救
急
・
公
共

交
通
機
関
・
院
外
処
方
が
当
面
取
り
組
む
課
題

で
あ
る
こ
と
を
、
市
長
部
局
と
確
認
し
ま
し
た
。 

 

＊
議
会
改
革
特
別
委
員
会
＊ 

 
部
会
長
を
務
め
る
第
１
部
会
で
は
、
第
７
回

ま
で
に
先
進
16
県
市
町
議
会
基
本
条
例
に
つ
い

て
、
28
の
項
目
（
制
定
す
る
理
由
・
議
員
同
士

の
討
議
の
制
度
化
・
議
会
へ
の
住
民
参
加
の
機

会
や
議
会
の
説
明
責
任
等
）
の
調
査
・
協
議
を

し
ま
し
た
。
今
後
は
理
事
会
・
他
部
会
と
の
調

整
を
図
り
つ
つ
、
条
例
制
定
を
ど
う
す
る
か
な

ど
に
踏
み
込
ん
で
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

第５次宝塚市総合計画の原案ができました。 

これは、2011 年度以降の本市の新たなまちづくりの

方向性を示し、その確実な実現を図る長期的な計画の元

となるものです。市民会議は、公募市民、自治会、まち

づくり協議会、ＮＰＯ関係者、知識経験者の計 25 人で

構成されています。昨年５月９日に、第 1 回委員会が開

催されましたが、中川市長はその位置づけを重視し、市

民公募委員を5名から10名に増やした経緯があります。 

私も数回傍聴しましたが、全体会 6 回、部会述べ 28 回

も開催され、夫々3 時間近く丁寧に議論された末出来上

がった、全国でも類を見ない素晴しいものです。何が類

を見ないかというと、先ず専門のコンサルティング会社

に委託せず、各施策分野の副課長・係長クラスの若い職

員が、庁内委員として議論に参加し、タタキ台を書いて

行った事。そして、そこに市民の声が大きく反映された

事です。 

社会の変化のスピードは益々加速し、５年毎の見直し

でも遅くなっているかもしれません。しかし、市政の

10 年間の骨格となる計画を、その頃重職に居るであろ

う職員が自ら描いたこと、そして市民の向いている方向

を、議論を通してキャッチできたことが、大きな意味を

持って来るに違いありません。 

次は、社民党議員団の出した案で議員数が削減された

審議会で、更に推敲して行きます。サルティング会社に

委託せず、各施策分野の副課長・係長クラスの若い職員

が、庁内委員として議論に参加し、タタキ台を書いて行

った事。そして、そこに市民の声が大きく反映された事

です。 

社会の変化のスピードは益々加速し、５年毎の見直し

でも遅くなっているかもしれません。しかし、市政の

10 年間の骨格となる計画を、その頃重職に居るであろ

う職員が自ら描いたこと、そして市民の向いている方向

を、議論を通してキャッチできたことが、大きな意味を

持って来るに違いありません。 

次は、社民党議員団の出した案で議員数が削減された

審議会で、更に推敲して行きます。 

宝塚市総合計画検討市民会議 

 

CD「親愛なる母上様」お 2 人にお分けします！ 
震災 15 周年を迎え、中川市長はメモリアル事業を行いました。その中で、息子貴光さんを震災で失った、広島の加

藤律子さんのお話と奥野勝利さんの歌がありました。初めにも書きましたが、貴光 

さんが生前、お母様に渡した手紙を奥野さんがネットで見つけ、感動して曲を作ったものです。 

（詳細はhttp://www.voiceblog.jp/utopiastreet/271862.html） 

さすがＣＭソング等の作曲を手掛けて来た実力。癒される、聴き応え充分のＣＤです。 

 

第５次宝塚市総合計画の原案ができました。 

これは、2011 年度以降の本市の新たなまちづくりの方

向性を示し、その確実な実現を図る長期的な計画の元とな

るものです。市民会議は、公募市民、自治会、まちづくり

協議会、ＮＰＯ関係者、知識経験者の計 25 人で構成され

ています。昨年５月９日に、第 1 回委員会が開催されまし

たが、中川市長はその位置づけを重視し、市民公募委員を

5 名から 10 名に増やした経緯があります。 

私も数回傍聴しましたが、全体会 6 回、部会述べ 28

回も開催され、夫々３時間近く丁寧に議論された末出来

上がった、全国でも類を見ない素晴しいものです。何が

類を見ないかというと、先ず専門のコンサルティング会

社に委託せず、各施策分野の副課長・係長クラスの若い

職員が、庁内委員として議論に参加し、タタキ台を書い

て行った事。そして、そこに市民の声が大きく反映され

た事です。 

社会の変化のスピードは益々加速し、５年毎の見直し

でも遅くなっているかもしれません。しかし、市政の

10 年間の骨格となる計画を、その頃重職に居るであろ

う職員が自ら描いたこと、そして市民の向いている方向

を、議論を通してキャッチできたことが、大きな意味を

持って来るに違いありません。 

私たち社民党議員団は、今度は審議会委員として関わ

って行きます。 



私たちは暮らしの安全を探しています。 

 

こ
ん
に
ち
は
、
中
川
慶
子
で
す
。
多
士
済
々

の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
「
原
発
の
危
険
性
を
考

え
る
宝
塚
の
会
」
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

こ
の
地
震
大
国
日
本
に
は
原
発
が
53
基
も
あ
り
、

若
狭
に
は
15
基
も
林
立
し
て
い
ま
す
。
そ
の
若

狭
と
宝
塚
は
、
わ
ず
か
一
〇
〇
キ
ロ
し
か
離
れ

て
い
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
宝
塚
も
原
発
現
地
の

よ
う
な
も
の
で
、
日
々
危
険
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

商
業
原
発
の
第
１
号
は
敦
賀
原
発
。
運
転
開

始
か
ら
40
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
２
月
４

日
も
放
射
能
を
含
ん
だ
水
が
漏
れ
て
い
ま
す
。

か
っ
て
原
発
を
さ
か
ん
に
建
設
し
た
１
９
６
０
、

７
０
年
代
は
地
震
の
平
穏
期
で
し
た
が
、
今
は

違
い
ま
す
。
実
際
、
柏
崎
刈
羽
原
発
は
２
０
０

７
年
の
中
越
沖
地
震
で
３
千
ヵ
所
以
上
の
被
害

を
受
け
ま
し
た
。 

 

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
安
全
を
守
る
に
は
平
和

が
第
一
。
そ
し
て
放
射
能
の
な
い
環
境
も
大
事

で
す
。
原
発
に
つ
い
て
知
る
と
「
そ
ん
な
ア
ホ

な
！
」
と
絶
句
す
る
よ
う
な
こ
と
ば
か
り
。
マ

ス
コ
ミ
や
世
間
が
避
け
て
い
る
事
実
も
た
く
さ

ん
あ
る
ん
で
す
よ
。 

そ
れ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
私
た
ち
は

さ
さ
や
か
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

『
原
発･

環
境
検
定
』
の
作
成
。（
ご
注
文
は
大

島
さ
ん
ま
で
！
実
費
50
円
。）
学
習
会
や
映
画
会

の
開
催
。
太
陽
光
発
電
普
及
の
模
索
な
ど
で
す
。 

 

４
月
18
日
（
日
）
10
時
か
ら
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
で
『
ぶ
ん
ぶ
ん
通
信
』
の
上
映
会
を

開
き
ま
す
。
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。
み
な
さ

ま
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

            

                  

淡
紅(

と
き)

の
声 

大
阪
府
教
委
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
大
塚
美
和
子
氏
を
招

き
、
超
会
派
の
勉
強
会
を
す
る
／
給

与
が
ど
ん
ど
ん
カ
ッ
ト
さ
れ
る
・
新

型
イ
ン
フ
ル
だ
け
で
な
く
新
手
の

病
気
が
流
行
る
・
親
は
大
丈
夫
だ
ろ

う
かetc

．
大
人
も
不
安
だ
ら
け
だ

か
ら
子
ど
も
た
ち
に
影
響
な
い
ハ

ズ
が
無
い
／
ま
し
て
や
家
庭
が
経

済
的
・
家
族
関
係
で
破
綻
し
て
い
れ

ば
、
子
ど
も
に
被
害
が
及
ば
な
い
訳

が
無
い
／
近
所
の
世
話
焼
き
さ
ん

や
、
お
節
介
な
親
戚
が
居
な
く
な
っ

た
今
、
そ
の
役
割
に
大
い
に
期
待
す

る
／
今
な
ら
、
ま
だ
間
に
合
う
。

宝
塚
で
是
非
採
り
入
れ
た
い 

 
絵本『いのちをいただく』 

川西市学校給食展「食を通して生きる力を育む」～学校給食から広がる食育の”わ”

～に展示してありました。そのシンプルな画と、対照的な重い内容に、思わず落涙。 

 私たちは心凍らせて、他の生き物の‘いのちをいただいて’いるうちに、 

日常の感謝まで忘れてはいませんか。 

他市では、小学校での朗読会後、実際に給食の残量が減ったそうです。 

是非、子どもさんと。 

（朗読は http://sagurukyushu.com/wp/collection/life.html） 80ページ A5判変型 1260円 
ISBN 978-4-8167-0785-8 C8736 

 

著者 内田美智子 諸江和美 

監修 佐藤剛史 

十
二
月 

（特
） 

古
び
た
る
結
婚
指
輪
大
根
引
く 

峯
子 

 
 

◇ 

荼
毘
に
付
す
犬
の
煙
や
冬
紅
葉 

比
登
美 

 
 

◇ 

大
根
干
す
晴
れ
の
ち
は
れ
の
空
の
色 

比
登
美

一
月 

（特
） 
ま
た
ひ
と
つ
母
に
近
づ
き
初
鏡 

 

朝
子 

 
 

◇ 

マ
ン
シ
ョ
ン
の
鋭
角
に
切
る
初
御
空 

綾
子 

 
 

◇ 

狛
犬
の
「阿
」の
歯
並
よ
し
石
榴
裂
く 

峯
子 

二
月 

（特
） 

物
干
す
や
紅
梅
一
粒
弾
け
た
る 

綾
子 

 
 

◇ 

こ
う
こ
う
と
灯
の
点
る
窓
福
は
内 

峯
子 

 
 

◇ 

土
割
っ
て
ま
だ
眠
た
げ
な
蕗
の
薹 

比
登
美 

早苗田の会   杉山鮎水 選 

 

兵庫県スモンの会代表の春本幸子さんと。 
「ペンネームは馬面ペンギン」と機知に富んだ方です。 

「輪っ、和っ、わ～」 

の巻 

☆事務所は、平日 10:00～15:00 に活動しています。但し、不在のこともございますので、お電話をしていただいてからお越しください。 

☆事務所のコピー機・印刷機、ご利用ください。（有料） 

☆事務所をグループ・サークル等の活動にご利用ください。（無料） 《使用日時は電話でお問い合わせください。》 

☆事務所に教育・平和・食の安全等、いろいろな本があります。貸し出しもいたしますので、お気軽にご覧になってください。 

 
「ＧＥＮＫＩたからづかの会」 話・中川慶子さん 
 

宝塚でいきいきと

活動する人を紹介

する「いきいき彩

人」。今回からリレ

ートーク形式に。 

最初は「ＧＥＮＫＩ

たからづかの会」の

中川慶子さんです。 


